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郷土芸能祭。町内各団体が受け継が

れた伝統の舞いを披露し、観客を魅
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復興まちづくり完成予想図を

作成しました

まちの話題あれこれ
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大槌町地域包括支援センターのページ

15

都市整備課からのお知らせ

復興まちづくり完成予想図を作成しました
　町は、一日も早い復興を目指し、復興まちづくり懇談会や個別相談会を町内外で複数回開催し、町民の皆さんと話し合いを
重ねてきました。各地区では、津波に対してより安全なまちづくり、将来の少子高齢化に対応できるコンパクトなまちづくり
に配慮し、復興まちづくりの将来像【海の見えるつい散歩したくなるこだわりのある「美しいまち」】をコンセプトに復興まち
づくり事業を実施しています。
　今後も町では、皆さまと話し合いを続けながら、より具体的なまちづくりに取り組みますのでご協力をお願いします。

町方　大ケ口線

運動施設
寺野地区の運動施設を代替整備

産業用地など候補地

JR 山田線

大槌川水門
高さ 14.5m

鎮魂の森

防潮堤
高さ 14.5m

小鎚川水門
高さ 14.5m

土地区画整理事業を実施し、
町の中心市街地として復興

県道　大槌小鎚線
町のメイン道路、避難道として拡幅整備

避難路

沢山骨格道路
安全な通学路兼防災道路として幅員 12m（両側歩道）の道路を整備

再建住宅に加えて、防災集団移転団地として住宅地を形成

大槌高校　グラウンド

小中一貫教育校　グラウンド

小中一貫教育校（仮称）大槌インターチェンジ

三陸沿岸道路

（仮称）大ケ口大橋
各地区の連携を強化する道路として整備

沢山地区

8-10 災害危険区域を指定しました

12-13

町民課からのお知らせ

福祉課健康推進班からのお知らせ

東日本大震災津波
岩手県・大槌町合同追悼式のご案内

18-19

24 楽笑高齢者になろう

町方地区 御社地
周辺に広場、商業施設や図書館などを配置
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都市整備課からのお知らせ

集会所
地区の住民が集まることができる場所を整備

住宅地
地山を掘削して高台に住宅地を整備

海を眺める広場

鎮魂の森

高台の防集団地
切土などで造成

高台の防集団地
切土などで造成

安渡小学校跡
公民館や避難ホールなどを配置

海の広場
海への眺望が確保された広場

まちの広場
公的施設と一体となった
まちの中心となる広場

小枕地区赤浜地区

吉里吉里地区 安渡地区

防潮堤
高さ 14.5m

共用空間 地区内幹線道路

防潮堤内外の産業エリア

災害公営住宅
（集合タイプ 5 階建て）

住宅地（区画整理）
盛土を行い、安全な住宅地を形成

防潮堤 高さ 14.5m

防潮堤 高さ 6.4m

防潮堤 高さ 12.8m

防集団地

防集団地 F

防集団地 E

防集団地 A

防集団地 B

防集団地 C

防集団地 D

防集団地

防集団地

避難路

災害公営住宅

公共施設の集約配置

避難道路
被災時に 3 丁目の
孤立を防ぐ道路

防潮堤を乗り越える道路

防潮堤を乗り越える道路

砂浜の保全

鎮守の森
山を切り崩した後、
植樹により森を再生

住宅地
県道を東日本大震災津波をクリア
する高さにかさ上げすると共に、
背後地を盛土して住宅地を形成

災害公営住宅
赤浜小学校の跡地
周辺を活用

区画整理の宅地
旧県道沿いを盛土造成
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都市整備課からのお知らせ

町
方
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

左
記
の
と
お
り
「
第
４
回
町
方
地
域
復
興

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

【
3
月
23
日（
土
）】

10
時
～
12
時

　

上
町
・
本
町
（
区
画
整
理
）

14
時
～
16
時

　

本
町
・
末
広
町
・
大
町
の
一
部（
区
画
整
理
）

【
3
月
24
日（
日
）】

10
時
～
12
時

　

栄
町
・
須
賀
町
（
防
災
集
団
移
転
）

14
時
～
16
時　

　

 

新
町
・
大
町
の
一
部
（
防
災
集
団
移
転
・

区
画
整
理
）

■
場
所　

大
槌
町
役
場
多
目
的
会
議
室

　
　
　
　
（
旧
大
槌
小
学
校
体
育
館
）

■
内
容　

�

各
事
業
の
計
画
概
要
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
そ
の
他

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

土
地
の
買
取
り
に
つ
い
て

　

町
は
、
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
お
い

て
、
土
地
の
買
取
り
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
買
い
取
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
効
率
化
や
災
害
公
営
住
宅
用
地
、
ま
た

は
防
集
移
転
団
地
を
整
備
す
る
用
地
と
し
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
都
市
整
備
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
３
回
大
槌
町
都
市
計
画

審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
３
回
都
市
計
画
審
議
会
が
2
月
5
日
に

開
催
さ
れ
、
赤
浜
地
区
と
吉
里
吉
里
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
区
域
を
拡
大
す

る
町
の
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
赤
浜
地
区
は
5.5
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
7.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
、
吉
里
吉
里

地
区
は
8.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
9.1
ヘ
ク
タ
ー
ル

へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。
拡
大
さ
れ
た
区
域

は
、
道
路
の
整
備
や
沿
道
土
地
利
用
な
ど
に

有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

第
４
回
大
槌
町
都
市
計
画

審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

町
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
議
案
を

審
議
し
て
も
ら
う
た
め
、
第
４
回
都
市
計
画

審
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
審
議
会
を
傍
聴
す
る
事

が
出
来
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

開
催
時
間
ま
で
に
会
議
室
前
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
（
会
場
の
関
係
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
傍
聴
す
る
に
あ
た
っ
て
順
守

し
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

■
議
案

・ 

寺
野
公
園
、
町
方
（
大
町
）
公 

園
、
安
渡
公

園
の
廃
止
に
つ
い
て

・ 

都
市
計
画
道
路
町
方
大
ケ
口
線
の
変
更
に

つ
い
て

■
日
時　

3
月
15
日
（
金
）
午
前
10
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館　

3
階
大
会
議
室

都
市
整
備
課　

℡
０
１
９
３
（
４
２
）
８
７
２
３

���

・
区
画
整
理
班
：
町
方
、
沢
山　
　
　
　
　
　
　

・
都
市
計
画
班
：
吉
里
吉
里
、
浪
板

���

・
市
街
地
再
生
班
：
赤
浜
、
安
渡
、
小
枕
、
伸
松

大
槌
デ
ザ
イ
ン
会
議
の

地
区
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
事
項
を

審
議
す
る
大
槌
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
設
置
す
る

に
あ
た
り
、
町
方
、
沢
山
、
安
渡
、
赤
浜
、

小
枕
・
伸
松
、
吉
里
吉
里
、
浪
板
の
各
地
区

別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
を
2
月
1
日

ま
で
公
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
地
区
複
数

名
の
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
復
興
基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
町
の

将
来
像
「
海
の
見
え
る
つ
い
散
歩
し
た
く
な

る
こ
だ
わ
り
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
議
論
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
回
大
槌
デ
ザ
イ
ン
会
議
お
よ

び
地
区
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
合

同
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
議
を
傍
聴
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
開
催
時
間
ま

で
に
会
議
室
前
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
会
場

の
関
係
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
す

る
に
あ
た
り
、
順
守
し
て
頂
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

■
日
時　

3
月
14
日（
木
）
午
後
６
時
か
ら

■
場
所　

大
槌
町
役
場
多
目
的
会
議
室

　
　
　
　
（
旧
大
槌
小
学
校
体
育
館
）

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
区
域

の
情
報
提
供
の
お
願
い

　

町
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
か
か

る
区
域
に
住
宅
用
の
宅
地
な
ど
を
所
有
し
て

お
ら
れ
た
地
権
者
に
、
昨
年
10
月
末
か
ら
順

次
価
格
の
お
知
ら
せ
通
知
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
い
ま
だ
、
価
格
の
ご
通
知
を
発
送

で
き
て
い
な
い
土
地
が
多
数
存
在
し
て
お

り
、
土
地
所
有
者
様
や
ご
家
族
等
関
係
者
の

方
々
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
は
、
住
所
確
認
や
相
続
関
係
者

の
確
認
な
ど
、
通
知
を
お
送
り
す
る
た
め
の

作
業
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
防
災
集
団
移

転
促
進
エ
リ
ア
に
住
宅
地
な
ど
の
土
地
を
お

持
ち
で
、
ま
だ
価
格
の
通
知
が
届
い
て
い
な

い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
大
槌
町
都
市
整

備
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

小
枕
・
伸
松
地
域

復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

左
記
の
と
お
り
「
第
４
回
小
枕
・
伸
松
地

域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
15
日（
金
）
19
時
～
21
時

■
場
所　

中
央
公
民
館　

3
階
大
会
議
室

■
内
容　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い

　
　
　
　

て
、
そ
の
他

商
工
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
は
、
復
興
推
進
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
に
基
づ
き
「
岩
手
県
産
業
再
生
復
興
推
進
計
画
（
産
業
再
生
特
区
）」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
ご
と
に
設
定
し
た
産
業
再
生
区
域
内
で
、
県
が
指
定
し
て
い
る

産
業
を
営
む
事
業
者
が
新
規
投
資
や
被
災
者
雇
用
な
ど
の
一
定
要
件
を
満
た
し
、
県
か
ら
事

業
計
画
な
ど
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
税
制
の
優
遇
措
置
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

産
業
再
生
特
区
の
税
制
優
遇
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

①
工
場
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
ま
た
は
法
人
税
額
な
ど
の
特
別
控
除

　

②
被
災
雇
用
者
な
ど
を
雇
用
し
た
場
合
の
法
人
税
額
な
ど
の
特
別
控
除

　

③
新
規
立
地
促
進
税
制
（
新
規
立
地
新
設
企
業
を
5
年
間
無
税
と
す
る
措
置
）

　

④
開
発
研
究
用
資
産
の
特
別
償
却
な
ど
※
①
～
④
は
国
税
の
税
制
優
遇
措
置
で
す
。

　

⑤
地
方
税
（
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
）
の
減
免　

　

※
⑤
は
①
、
③
、
④
の
い
ず
れ
か
の
指
定
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
産
業
再
生
特
区
の
主
な
優
遇
措
置

セ
メ
ン
ト
、鉄
鋼
、電
子
機
械
製
造
、輸
送
用
機
械
器
具
、医
薬
品
、情
報
サ
ー
ビ
ス
、木
材
、

環
境
負
荷
低
減
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
、
食
品
、
水
産
、
農
業
に
関
す
る
産
業
。

※
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
復
興
関
連
情
報
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
い
わ
て
復
興
ネ
ッ
ト
」（
産
業
再
生
特
区
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
県
が
指
定
し
て
い
る
産
業

岩
手
県
復
興
局
産
業
再
生
課　

℡
０
１
９
（
６
２
９
）
６
９
３
１

　

�

商
工
労
政
課　
　
　
　
　
　
　

℡
０
１
９
３
（
４
２
）
８
７
２
５

浪板地区

地域幹線道路

住宅地・商業地
地域幹線道路の背後を東日本大
震災時の津波以上の高さに盛土
し、住宅地・商業地を形成

（新設）避難道路
低地から交流促進センターへと
向かう道路を新設

防集団地 防集団地



9 Otsuchi 8Otsuchi

復興推進室からのお知らせ

災害危険区域を指定しました
　大槌町を含む三陸沿岸は、過去数十年に１度は大きな津波に見舞われる津波常襲地帯です。将来においても今回を
さらに上回る津波が来襲することは否定できません。
　そういった状況の中、防潮堤など海岸保全施設を整備しても、今回の津波と同程度の過去最大クラスの津波による
浸水が予想される区域の住宅は、建築基準法第 39 条第 1 項の規定に基づく「災害危険区域」に指定をして、住宅の建
築を制限します。
　各地区の災害危険区域は図面のとおりとなります。詳細につきましては、復興推進室までお問い合わせください。

復興局復興推進室　0193-42-8714

■制限の対象となる建築物について
　災害危険区域では、「住居の用に供する建築物」の建築を禁止します。住居の用に供する建築物とは、住宅、アパー
トなどの共同住宅、長屋、寄宿舎、下宿および寮などです。
　会社や工場、店舗や倉庫などは制限の対象にはなりません。
■災害危険区域の告示日　平成 25 年 3 月 1 日

町方地区

赤浜地区

小枕・伸松地区

安渡地区
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生涯学習課からのお知らせ

平成 24 年度大槌町体育奨励賞・文化奨励賞表彰式
　大槌町教育委員会では、２月 15 日（金）に体育奨励賞と文化奨励賞の表彰を行いました。表彰式終了後は、ロンドンオリンピッ
クにボクシングで出場した須佐 勝明 選手、清水 聡 選手による講演会も開かれました。

体育奨励賞
■個人【小学生】

氏名 大会名 部門 成績
千葉　日翔 平成 24 年度　知事杯争奪第 34 回岩手県少年空手道選手権大会 小学４年男子個人組手 第３位
鈴木　琉斗 平成 24 年度　第 15 回岩手県スポーツ少年団空手道大会 小学４年男子個人組手 第３位
藤原　康洋 第23 回知事杯争奪岩手県下学童相撲大会 兼 第 31 回東北学童相撲岩手県大会 個人の部 第３位

■個人【中学生】
氏名 大会名 部門 成績

関　真人 平成 24 年度　第 59 回岩手県中学校総合体育大会柔道競技 男子個人 60Kg 級 第１位
三浦　幸也 第 23 回　全国都道府県中学生相撲選手権大会　外 団体の部　外 準優勝　外

大萱生　皆空 第 59 回　岩手県中学校総合体育大会相撲競技 全国大会代表決定戦 第３位
佐々木　健実 第 59 回　岩手県中学校総合体育大会相撲競技　外 個人 1 年生の部　外 第２位　外

松村　五壽 平成 24 年度　第 16 回岩手県中学校新人大会陸上競技大会 共通男子走り幅跳 第１位
■個人【高校生】

氏名 大会名 部門 成績
松村　瑠維 平成 24 年度　第 64 回岩手県高等学校総合体育大会陸上競技　外 1 部女子 5000m 競歩　外 第１位　外
臼澤　広大 平成 24 年度　第 64 回岩手県高等学校総合体育大会空手道競技 男子団体組手 優勝

内金崎　大智 平成 24 年度　第 64 回岩手県高等学校総合体育大会空手道競技 男子団体組手 優勝
北田　亜央衣 平成 24 年度　第 64 回岩手県高等学校総合体育大会空手道競技 女子団体組手 優勝
■個人【一般】

氏名 大会名 部門 成績
千葉　沙穂子 平成 24 年度　第 44 回岩手県空手道選手権大会　外 成年女子個人組手　外 準優勝　外

関谷　良子 エアロビックフェスティバル　in IWATE2012　岩手県ジュニアライト選手権 17 歳以上・一般部門 優秀賞（２位）
■団体【中学生】

氏名 大会名 部門 成績
大槌中学校相撲部 第９回　東日本選抜中学校相撲大会　外 団体　外 第２位　外

大槌中学校サッカー部 第４回　岩手県 U-15　サッカーリーグ 2012 1 部リーグ 第２位

就学援助制度
　この制度は、経済的理由や、東日本大震災により被災したことにより就学費用
の負担が困難と認められる小中学生の保護者に対し、学用品費や給食費、修学旅
行などの費用の一部を援助する制度です。次のいずれかに該当する人が対象とな
ります。
　①被災により家屋が半壊（床上浸水）以上の被害にあった人
　②被災により保護者（主たる生計維持者）が失職し、現在もその状態にある人
　③被災により保護者（主たる生計維持者）が死亡または行方不明となっている人
　④上記以外で、生活に困窮していると教育委員会が認めた人
※同制度の申請書等の提出は各小中学校となります。詳しい内容を確認したい人
は、お子さんが就学する学校または教育委員会事務局学務課までご相談ください。
学務課 0193-42-6100ボクシングでロンドンオリンピックに出場した須山勝

明、清水聡両選手と一緒に受賞者全員で記念撮影

期日 開催市町 場所 開始時間
3月18日（月） 遠野市 遠野市市民センター 2 階中ホール 18：30

3月19日（火）
紫波町 紫波町総合体育館 2 階研修室 10：00
盛岡市 盛岡市勤労福祉会館 5 階大ホール 14：00

3月21日（木）
花巻市 生涯学園都市会館（まなび学園）

3 階第 2・第 3 中ホール 10：00

北上市 北上市福祉総合センター
1 階ふれあいの間 14：00

3月22日（金） 釜石市 沿岸広域振興局 4 階大会議室 18：30

大槌町復興まちづくり懇談会（町外）を開催します

■対象　 町外に居住している大槌町民（大槌町の被災
した地域に土地を所有している人も含む）。

■内容　 復興まちづくり事業の進捗状況と今後の
スケジュールなどについて。

■備考　
（1） 左記 6 市町での開催となりますが、居住地に関

わらず最寄りの会場にお越しください。
（2） 当日は、できるだけ公共の交通機関をご利用の

うえご来場願います。

　町は、町外で生活をしている方を対象に、下記の日程で「大槌町復興まちづくり懇談会」を開催します。皆さん
のご参加をお願いします。

復興推進室　0193-42-8714

吉里吉里地区

浪板地区

復興推進室からのお知らせ

文化奨励賞
■個人【小学生】

氏名 大会名 部門 成績
阿部　愛音 第 12 回南部よしゃれ全国大会　外 年少・唄の部 最優秀賞　外

鈴木　結衣 第 58 回青少年読書感想文全国コンクール 自由読書 岩手県教育委員会
教育長賞

白澤　賢斗 第 19 回絵画コンクール私の街に「こんなトラックあったらいいな」 最優秀賞
大槌中学校

２年１組 岩手県小中学校新聞コンクール 学級壁新聞の部 2 年の部 最優秀賞

佐々木　茜 第 27 回全国高等学校文芸コンクール 詩部門 最優秀賞
読売新聞社賞

大槌高等学校
インターアクト部 第 1 回 eco-1 グランプリ 全国大会出場

三浦　良美 第 35 回岩手県高等学校総合文化祭文芸部門 随筆部門 最優秀賞
小笠原　啓 第 33 回 NHK 東北民謡コンクール岩手県大会 ジュニア部門 優秀賞（１位）
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Thursday Friday Saturday

8

15

22

29

午前：内科・眼科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

・元気活きいき運動教室

午前：内科・外科・眼科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

・行政相談
・人権相談
・さわやかストレッチ教室
・理科実験教室

午前：内科・外科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

・元気活きいき運動教室

午前：内科・外科・眼科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科・皮膚科
午後：内科・皮膚科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

・三種混合予防接種
・ダイヤビック教室

午前：内科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

・住まいの展示相談会

・町方地域
　復興まちづくり懇談会

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど
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広報おおつち+
3月 21 日号発行

・緩和ケアの先生による
　お茶っこコーナー

大槌病院外来

イベントなど

Sunday TuesdayMonday Wednesday

12

19

26

2

13

20

27

3

11

18

25

1

10

17

24

31

・岩手県・大槌町合同追悼式

午前：内科
午後：内科・整形外科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科・整形外科
午後：内科・皮膚科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

大槌病院外来

イベントなど

・四種混合予防接種

午前：内科・外科
午後：内科・皮膚科

大槌病院外来

イベントなど

・多重債務弁護士無料相談
・三種混合予防接種

午前：内科・外科・皮膚科
午後：内科・皮膚科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科・外科
午後：内科

大槌病院外来

イベントなど

・無料法律相談
・2 歳 6 ヵ月児相談

午前：内科・皮膚科
午後：内科・皮膚科・整形外科

大槌病院外来

イベントなど

・理科実験教室

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

・無料法律相談

午前：内科
午後：内科・整形外科

大槌病院外来

イベントなど

・岩手県・大槌町合同追悼式
　（一般献花）

・3.11 集い〜灯火〜
・緩和ケアの先生によるお茶っこコーナー

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

・大槌町社協
　ふれあい福祉まつり

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

・東日本大震災
　被災者生活再建相談会

・住まいの展示相談会
・町方地域
　復興まちづくり懇談会

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

完全休診（急患受付なし）
大槌病院外来

イベントなど

大槌病院外来

イベントなど

大槌病院外来

イベントなど

広報おおつち
3月 5日号発行

・さわやかストレッチ教室

・1 歳 6 ヵ月児健康診査
・第 4 回大槌町都市計画審議会
・小枕・伸松地域
　復興まちづくり懇談会

9

16

23

30

7

14

21

28

4

5 6

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科・外科
午後：内科・皮膚科

大槌病院外来

イベントなど

午前：内科
午後：内科

・緩和ケアの先生による
　お茶っこコーナー

イベントなど
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【四種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風・ポリオ）予防接種】
■接種日　3 月 12 日（火）■受付時間　13：00 〜 13：20
■持ち物　予診票　母子健康手帳
■対象者　平成 17 年 10 月生まれ〜平成 24 年 10 月生まれ
　　　　　( 生後 3 ヵ月〜生後 90 ヵ月 )
※三種混合とポリオの予防接種をまだ 1 度も接種していない人

【三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）予防接種
■接��種��日　3 月 19 日 ( 火 ) または 3 月 22 日 ( 金 )
■受付時間　13：00 〜 13：20　
■持��ち��物　予診票　母子健康手帳
■対��象��者　平成 17 年 10 月生まれ〜平成 24 年 4 月生まれ
　　　　　　( 生後 3 ヵ月〜生後 90 ヵ月 )
■ 1期初回 ( 標準的な接種期間 )
　生後 3 ヵ月に達した時から生後 12 ヵ月に達するまでの期間
20 〜 56 日の間隔をおいて 3 回接種して初回免疫がつきます。
■ 1期追加 ( 標準的な接種期間 )
　1 期初回 3 回目終了後、12 〜 18 ヵ月の間に 1 回接種
※標準的な接種期間とは
　対象年齢のうちで、その病気にかかりやすい年齢を考え
て接種をおすすめする期間です。体調を整えて、なるべく
この年齢で接種を受けましょう。

福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

【1歳 6ヵ月児健康診査】
■実施日　3 月 15 日（金）　■受付時間　12：00 〜 12：30
■対象者　平成 23 年 8 月生まれおよび平成 23 年 9 月生まれ
【2歳 6ヵ月児相談】
■実施日　3 月 13 日（水）　
■対象者　平成 22 年 8 月生まれおよび平成 22 年 9 月生まれ
■受付時間　平成 22 年８月生まれ　   9：30 〜 10：00
　　　　　　平成 22 年９月生まれ　13：30 〜 14：00

健診・相談・予防接種を下記のとおり実施します。会場は、大槌町仮設保健センター（寺野）です。

緩和ケアの先生によるお茶っこコーナー

　緩和ケアの医師が、下記の日程でお茶っこコーナーを
開設します。お気軽にご利用ください。
　仮設住宅に住んでいる人だけでなく、誰でも参加でき
ます。また、訪問も可能です。訪問を希望される人は早
めにお申し込みください。
※緩和ケア＝がん等生命を脅かす疾患による痛みや辛さ
を和らげることを目的に行われる医療的ケア。

開催日 会場 時間

3 月 8 日（金）吉里吉里仮設団地　談話室
（吉里吉里中学校校庭） 13：00〜16：00

3 月 9 日（土）赤浜第 3 仮設団地　談話室 13：00〜16：00
3 月10 日（日）吉里吉里第 2 仮設　集会所 13：00〜16：00

福祉課　健康推進班からのお知らせ

大槌町こころの健康調査結果をお知らせします
　町民の皆様にご協力いただいた「大槌町こころの健康調
査」について、結果をお知らせします。
■対象者　18 歳以上の人
　　　　（平成 24 年 6 月 1 日時点で大槌町に居住していた人）
■調査期間　平成 24 年 8 月 20 日〜平成 24 年 10 月 10 日
■調査媒体　
　SF36、K6 という調査票を用い、これに相談者の有無や飲
酒への質問を町独自に加えたものとしました。
■調査結果　
　結果送付に同意した人には結果票を郵送しております。

人数 調査票回収 要フォロー者
仮設入居者 4,014 人 2,952 人

（33.2％）

235 人

（7.97％）在宅者 4,873 人
合計 8,887 人 ー ー
■要フォローの内容　
　調査項目のこころのストレスの点数が高かった人のうち、
かかりつけの医療機関がない人で、さらに

　①相談者がいない人
　②多量に飲酒していると答えた人　
　③体に痛みがある人

　以上の人を要フォロー対象（家庭訪問対象）としました。
あくまでも調査時点での結果ですので、ご理解をお願いし
ます。

①調査内容で、ストレスの項目が高かった人には、釜石地
域こころのケアセンター、福祉課健康推進班保健師が家庭
訪問を行っております。
②不在の人には、不在訪問票を投函します。気になること
がある場合はぜひご連絡下さい。
【今回調査票を未提出だった人は？】

　この調査は、平成 26 年度まで 3 年間行う予定です。来年
度はぜひ調査票の提出をお願いします。この機会に、ご自
身のこころの健康について振り返るきっかけにしていただ
きたいと思います。
福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

　「自分の健康は、自分の手で」をテーマに食生活改善
推進員の養成講座受講生を募集します。男性の受講生
も募集しています。内容は健康と食事、運動について
の講義や実習を行います。
■対象　町民（男性も可）　■場所　大槌町中央公民館他
■日程　平成 25 年 5 月〜平成 26 年 2 月（月１回）
■募集人数　15 人（定員になり次第締め切ります）
■会費　2,500 円　
■申込締切　5 月 10 日（金）
※申し込みは下記問い合わせ先にご連絡ください。
福祉課　健康推進班　℡ 0193-42-8715

平成 25 年度の食生活改善推進員養成講座の
受講生を募集します。

町民課からのお知らせ

測定地点 2月 4日（水）時点 測定地点 2月 4日（水）時点
小鎚小学校仮設団地 0.073 大槌第５仮設団地（和野橋下流） 0.073
小鎚仮設団地（佐野屋球場） 0.067 金沢仮設団地（旧小学校） 0.051
大槌町役場 0.071 桜木町中央公園 0.076
安渡第２仮設住宅（旧小学校） 0.069 源水（屋敷前） 0.059
赤浜小学校グラウンド 0.065 大ケ口公園 0.078
吉里吉里中学校仮設団地 0.063 沢山地区（高森団地） 0.063
吉里吉里第５仮設団地（駅公園） 0.067 沢山地区（郵便局脇） 0.069
吉里吉里第２仮設団地（浪板） 0.067 花輪田定住促進住宅裏 0.055
大槌第７仮設団地（大柾橋下流） 0.084 測定地点平均値 0.068

　町内の放射線量測定結果についてお知らせします。結果は下の表のとおりです。なお、国の除染基準は 0.23 毎時マイクロシー
ベルトです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 �町民課　町民生活班　℡ 0193-42–8713　※測定単位は毎時マイクロシーベルト、測定時の天候は曇り

町内各地の放射線量をお知らせします

国民年金保険料学生納付特例を申請した人にお知らせします

■審査結果のお知らせについて
①　住民票のある市区町村で所得確認し、日本年金機構で
　審査終了後、ハガキで「結果通知書」が送付されます。
　審査などには受付後 2 ヵ月程かかりますので、予めご
　了承ください。
②　審査結果が出るまでの間、行き違いで納付案内書など
　が送付される場合もありますが、ご理解のうえご容赦願
　います。また、電話や戸別訪問による納付のご案内を差
　し上げる場合もありますが、その際は「学生納付特例申
　請中」の旨をお伝えください。
■来年度も学生の場合について
　毎年度の申請手続きが必要です。
①　申請書に記入された「在学予定期間」に基づき、毎年
　 3 月末頃にハガキ形式の申請書が郵送されますので、記

入して、返送してください（学生証のコピーは不要で
す）。

②　4 月中旬になってもハガキ形式の申請書がお手元に届
　かない場合、学校が変わった場合、在学予定期間を延長
　した場合などは、学生証の写しを添えて、改めて申請手
　続きをお願いします。
③　申請書は町民課国保年金班窓口にも準備してありま
　す。町民課窓口で申請される場合は、学生証のコピーを
　持参してください。

■口座振替をしている方へ
　申請をしてから承認されるまでの間は口座振替が止ま
りません。すぐに口座振替を止めたい人は「国民年金保険
料口座振替辞退申出書」を提出してください。

■追納（ついのう）制度について
①　学生納付特例の承認を受けた期間は、10 年以内であ
　れば後から保険料を納付（追納）することにより、将来
　受け取られる老齢基礎年金の年金額を増やすことがで
　きます。
② 　学生納付特例の承認を受けられた期間の翌年度から

起算して、3 年度目（承認を受けた期間が平成 24 年度
の場合は平成 27 年度）以降に保険料を追納する場合は、
承認を受けた当時の保険料額に、経過期間に応じた加算
額が上乗せされます。

③ 　追納は古い月分から納付することになりますのでご
留意ください。

④ 　追納を希望する場合は、申込みが必要です。年金事務
所または町民課国保年金班までご連絡ください。

�町民課　国保年金班　℡ 0193-42-8713　
　�宮古年金事務所　　　℡ 0193-62-1963

　学生納付特例の申請に係るお知らせです。必ずお読みください。

リサイクルセンターからのお知らせ

白色トレイの
出し方が変わります 
　今まで、白色の食品トレイは、
資源（プラスチック）の中の 1 つ
として分別していましたが、平成
25 年 4 月からは白色トレイはプラ
スチック容器包装と一緒に収集し
ます。
　収集されたプラスチック容器包
装は、境界柱や擬木、建築用のプ
ラスチック板などにリサイクルさ
れています。

ゴミの出し方について
お知らせします
ごみの分別を守りましょう
　分別せずにごみを出すと選別作業に時間がか
かり、また機械の故障や事故につながります。
排出指定日を守りましょう
　ごみ集積所にいつまでも放置されてしまいま
す。集積所付近の人の迷惑となります。
ごみは朝 8：30 までに出しましょう
　前日や夜間にごみを出すと、雨などで濡れて
燃えにくくなってしまいます。また、カラスや
ネコに荒らされてしまいます。

岩手沿岸南部クリーンセンター
被災ごみの受け入れについて

　釜石市平田の岩手沿岸南部ク
リーンセンターでは、震災で被災
したごみを処理料を減免の上、受
け入れてきましたが、3 月 29 日（金）
をもって、この取り扱いを終了しま
す。
　4 月以降、被災ごみとして岩手
沿岸南部クリーンセンターに持ち込
む場合、事前に大槌町リサイクルセ
ンターの許可が必要となります。

�リサイクルセンター　℡0193-42-7570
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２　町内各地区〜会場（大槌町城山公園体育館、大槌町役場庁舎多目的会議室）

【追悼式：３月 11 日（月）】

地　区
往　　路 復　　路

発着場所 時　間 発着場所 時　間

安渡

赤浜方面

県 交 通 赤 浜 事 務 所 前 13:20 会 場 16:30 17:00
赤 浜 小 学 校 前 13:21 煙 山 商 店 前 付 近 16:38 17:08
惣 川 バ ス 停 13:24 惣 川 バ ス 停 16:41 17:11
煙 山 商 店 前 付 近 13:27 赤 浜 小 学 校 前 16:44 17:14
会 場 13:32 県 交 通 赤 浜 事 務 所 前 16:45 17:15

金沢方面

旧 金 沢 小 仮 設 団 地 前 13:00 会 場 16:30 17:30
和 野 橋 仮 設 団 地 前 13:13 小 野 田 バ ス 停 16:35 17:35
大 槌 第 ５ 仮 設 集 会 所 前 13:14 仮 設 大 槌 病 院 前 バ ス 停 16:36 17:36
恵 水 講 橋 前 13:15 柾 内 橋 前 16:37 17:37
か み よ 稲 穂 館 前 13:16 エ ノ モ ト 工 場 前 16:38 17:38
大 槌 第 １ ０ 仮 設 団 地 前 13:18 大 槌 第 ９ 仮 設 団 地 前 16:40 17:40
大 槌 第 ９ 仮 設 団 地 前 13:20 大 槌 第 １ ０ 仮 設 団 地 前 16:42 17:42
エ ノ モ ト 工 場 前 13:22 か み よ 稲 穂 館 前 16:44 17:44
柾 内 橋 前 13:23 恵 水 講 橋 前 16:45 17:45
仮 設 大 槌 病 院 前 バ ス 停 13:24 大 槌 第 ５ 仮 設 集 会 所 前 16:46 17:46
小 野 田 バ ス 停 13:25 和 野 橋 仮 設 団 地 前 16:47 17:47
会 場 13:30 旧 金 沢 小 仮 設 団 地 前 17:00 18:00

吉里吉里

浪板方面

浪 板 交 流 促 進 セ ン タ ー 13:25 会 場 16:30 17:10
浪板第２・３仮設団地前 13:27 大 槌 第 １ １ 仮 設 団 地 前 16:35 17:15
吉 里 吉 里 バ ス 停 13:30 吉 里 吉 里 １ 丁 目 バ ス 停 16:37 17:17
吉 里 吉 里 中 仮 設 団 地 前 13:32 吉 里 吉 里 中 仮 設 団 地 前 16:39 17:19
吉 里 吉 里 １ 丁 目 バ ス 停 13:34 吉 里 吉 里 バ ス 停 16:41 17:21
大 槌 第 １ １ 仮 設 団 地 前 13:36 浪板第２・３仮設団地前 16:44 17:24
会 場 13:41 浪 板 交 流 促 進 セ ン タ ー 16:46 17:26

小鎚方面

清 掃 事 業 所 前 13:20 会 場 16:30 17:05
蕨 打 直 バ ス 停 13:21 く り さ わ と こ や 前 16:33 17:08
四 季 の 郷 仮 設 団 地 前 13:22 寺 野 弓 道 場 前 16:35 17:10
中 村 地 区 仮 設 団 地 前 13:23 佐 野 屋 球 場 仮 設 団 地 前 16:37 17:12
山 岸 橋 バ ス 停 13:24 小 鎚 第 ８ 仮 設 団 地 前 16:38 17:13
三 枚 堂 バ ス 停 13:25 旧 清 掃 事 業 所 前 16:39 17:14
旧 清 掃 事 業 所 前 13:26 三 枚 堂 バ ス 停 16:40 17:15
小 鎚 第 ８ 仮 設 団 地 前 13:27 山 岸 橋 バ ス 停 16:41 17:16
佐 野 屋 球 場 仮 設 団 地 前 13:28 中 村 地 区 仮 設 団 地 前 16:42 17:17
寺 野 弓 道 場 前 13:30 四 季 の 郷 仮 設 団 地 前 16:43 17:18
く り さ わ と こ や 前 13:32 蕨 打 直 バ ス 停 16:44 17:19
会 場 13:35 清 掃 事 業 所 前 16:45 17:20

＜東日本大震災津波岩手県・大槌町合同追悼式シャトルバス運行表＞

【一般献花】　３月１０日（日）　  9：00 ～16：00　　会場：大槌町役場庁舎多目的会議室　
【追悼式】　　３月１１日（月）　14：00 ～17：00　　会場：大槌町城山公園体育館、大槌町役場庁舎多目的会議室
　※城山公園体育館での式典の模様を多目的会議室において中継放送します。

東日本大震災津波岩手県・大槌町合同追悼式のご案内

１　町内各地区〜会場（大槌町役場庁舎多目的会議室）

【一般献花：３月 10 日（日）】

地　区
往　　路 復　　路

発着場所 時　間 発着場所 時　間

安渡

赤浜方面

県 交 通 赤 浜 事 務 所 前 10:00 13:00 会 場 10:45 13:45
赤 浜 小 学 校 前 10:01 13:01 煙 山 商 店 前 付 近 10:53 13:53
惣 川 バ ス 停 10:04 13:04 惣 川 バ ス 停 10:56 13:56
煙 山 商 店 前 付 近 10:07 13:07 赤 浜 小 学 校 前 10:59 13:59
会 場 10:15 13:15 県 交 通 赤 浜 事 務 所 前 11:00 14:00

金沢方面

旧 金 沢 小 仮 設 団 地 前 10:00 13:00 会 場 11:00 14:00
和 野 橋 仮 設 団 地 前 10:13 13:13 小 野 田 バ ス 停 11:05 14:05
大 槌 第 ５ 仮 設 集 会 所 前 10:14 13:14 仮 設 大 槌 病 院 前 バ ス 停 11:06 14:06
恵 水 講 橋 前 10:15 13:15 柾 内 橋 前 11:07 14:07
か み よ 稲 穂 館 前 10:16 13:16 エ ノ モ ト 工 場 前 11:08 14:08
大 槌 第 １ ０ 仮 設 団 地 前 10:18 13:18 大 槌 第 ９ 仮 設 団 地 前 11:10 14:10
大 槌 第 ９ 仮 設 団 地 前 10:20 13:20 大 槌 第 １ ０ 仮 設 団 地 前 11:12 14:12
エ ノ モ ト 工 場 前 10:22 13:22 か み よ 稲 穂 館 前 11:14 14:14
柾 内 橋 前 10:23 13:23 恵 水 講 橋 前 11:15 14:15
仮 設 大 槌 病 院 前 バ ス 停 10:24 13:24 大 槌 第 ５ 仮 設 集 会 所 前 11:16 14:16
小 野 田 バ ス 停 10:25 13:25 和 野 橋 仮 設 団 地 前 11:17 14:17
会 場 10:30 13:30 旧 金 沢 小 仮 設 団 地 前 11:30 14:30

吉里吉里

浪板方面

浪 板 交 流 促 進 セ ン タ ー 10:00 13:00 会 場 10:45 13:45
浪板第２・３仮設団地前 10:02 13:02 大 槌 第 １ １ 仮 設 団 地 前 10:50 13:50
吉 里 吉 里 バ ス 停 10:05 13:05 吉 里 吉 里 １ 丁 目 バ ス 停 10:52 13:52
吉 里 吉 里 中 仮 設 団 地 前 10:07 13:07 吉 里 吉 里 中 仮 設 団 地 前 10:54 13:54
吉 里 吉 里 １ 丁 目 バ ス 停 10:09 13:09 吉 里 吉 里 バ ス 停 10:56 13:56
大 槌 第 １ １ 仮 設 団 地 前 10:11 13:11 浪板第２・３仮設団地前 10:59 13:59
会 場 10:16 13:16 浪 板 交 流 促 進 セ ン タ ー 11:01 14:01

小鎚方面

清 掃 事 業 所 前 10:00 13:00 会 場 10:40 13:40
蕨 打 直 バ ス 停 10:01 13:01 く り さ わ と こ や 前 10:43 13:43
四 季 の 郷 仮 設 団 地 前 10:02 13:02 寺 野 弓 道 場 前 10:45 13:45
中 村 地 区 仮 設 団 地 前 10:03 13:03 佐 野 屋 球 場 仮 設 団 地 前 10:47 13:47
山 岸 橋 バ ス 停 10:04 13:04 小 鎚 第 ８ 仮 設 団 地 前 10:48 13:48
三 枚 堂 バ ス 停 10:05 13:05 旧 清 掃 事 業 所 前 10:49 13:49
旧 清 掃 事 業 所 前 10:06 13:06 三 枚 堂 バ ス 停 10:50 13:50
小 鎚 第 ８ 仮 設 団 地 前 10:07 13:07 山 岸 橋 バ ス 停 10:51 13:51
佐 野 屋 球 場 仮 設 団 地 前 10:08 13:08 中 村 地 区 仮 設 団 地 前 10:52 13:52
寺 野 弓 道 場 前 10:10 13:10 四 季 の 郷 仮 設 団 地 前 10:53 13:53
く り さ わ と こ や 前 10:12 13:12 蕨 打 直 バ ス 停 10:54 13:54
会 場 10:15 13:15 清 掃 事 業 所 前 10:55 13:55

発着場所 往　復　路

シーサイドタウンマスト ⇔ 会場 12：30 〜 14：30、16：30 〜 17：30 の間、約 15 分間隔で運行
（※乗車定員になり次第出発）

～お知らせ～
　追悼式は大槌町城山公園体育館で行い、役場庁舎多目的会議室（旧大槌小学校体育館）にてその模様を
中継放送します。入場は受付順となりますが、両会場に入りきらない場合は、式典終了後の献花までお待ち
いただく場合がありますのでご了承ください。
　会場内の駐車スペースには限りがあります。町内シャトルバス運行の他、会場駐車場が満車の際は、シー
サイドタウンマスト屋上駐車場をご利用できますので、ご協力をお願いします。

発着場所 往　復　路

シーサイドタウンマスト ⇔ 会場 9：00 〜 15：00 の間、約 15 分間隔で運行
（※乗車定員になり次第出発）
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受け継がれた伝統の舞いを披露

　2 月 11 日（月）、城山公園体育館で大槌町郷

土芸能祭が開催されました。大槌町郷土芸能保存

団体連合会 20 周年記念となった今回の郷土芸能

祭は、町内から 13 団体が参加。また、国から重

要無形民族文化財に指定されている宮古市の黒森

神楽がゲスト出演しました。

　各団体が受け継いできた躍動感溢れる伝統の舞

を披露すると、観客席から盛大な拍手が送られま

した。

　芸能祭を最後まで見た人に話を聞くと、「祭り

のように賑やかで、とても楽しい時間を過ごせま

した。参加している人たちも若く、元気がありま

した。若い人がたくさん大槌に残って欲しいし、

戻ってきてほしいです。」と話してくれました。

～大槌町郷土芸能祭を開催～

世代を越えて、共に演奏

　2 月 3 日（日）、釜石高等学校第一体育館で、

平成 24 年度釜石・大槌地区吹奏楽祭が開催され

ました。

　吹奏楽祭には、釜石・大槌地区から全 9 団体

が参加。町からは大槌中学校、吉里吉里中学校、

大槌高校が参加しました。

　演奏は、中学校の部、高校の部、一般の部、最

後に全員で演奏する合同の部の順に行われ、各部

で工夫をこらした演奏を披露しました。中学校の

部では、きゃりーぱみゅぱみゅの「ファッション

モンスター」にあわせて、かわいらしいダンサー

が登場。会場を盛り上げました。

　吉里吉里中学校 2 年生の黒沢美咲さん、小林

礼奈さんは「緊張はほとんどしませんでした。楽

しく演奏できで良かったです。」と笑顔で応えて

くれました。

～平成 24 年度釜石・大槌地区吹奏楽祭～

高齢者支援の新拠点

　1 月 28 日（月）、吉里吉里第 3 仮設団地に、

ぬくっこサポートセンターが開所、開所式が行わ

れました。

　ぬくっこサポートセンターは、町が社会福祉法

人堤福祉会に運営を委託。デイサービス事業や生

活相談、地域交流の場として利用されます。

　開所式では、町長、堤福祉会理事長芳賀陽一氏

の挨拶、テープカットが行われた後、堤乳幼児保

育園の園児が、参加者した高齢者と一緒に歌った

り踊ったりして、開所式を盛り上げました。

　式に参加した平野トシさんは、「外に出ないで

むすっとしているよりは、賑やかに過ごすほが楽

しいし元気が出ます。どんどん利用したいと思い

ます。」と話してくれました。

～ぬくっこサポートセンター開所～

吉里吉里にありがとう

　2 月９日（土）、吉里吉里吉祥寺で明治学院大

学の学生ボランティアが「明学生からありがとう

を伝える会」を開催しました。

　同大学は 2011 年 4 月から、町内で様々な支

援活動を行ってきました。その中で、吉里吉里の

人や文化に触れ、魅了されたとのこと。

　「ありがとうを伝える会」では、明治学院大学

生が吉里吉里で行った活動の報告や、吉里吉里の

人や文化に感謝の気持ちを綴った手紙が読まれま

した。聞いている人たちの中には、涙を浮かべる

人もいました。

　これからも、明治学院大学生は吉里吉里での活

動を継続していきます。

～明学生からありがとうを伝える会～
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　統合４校の閉校式

　１月定例会は 24日に開かれ、諸般の報告に続いて
議案３件について審議議決されました。

【諸般の報告】
　・�冬休み中、事故や問題行動もなく落ち着いて生活
することができた。

　・�成人式では、対象者の 86％が落ち着いたすばらし
い態度で参加できた。

【審議案件】
　①統合後の新設校の学区変更の規則の改正について
　　・�新設校の学区は、吉里吉里小学校区を除く町内

一円とする。
　②教員住宅の名称の変更について

　　・�これまでの「安渡小学校教員住宅」を「安渡教
員住宅」とする。

　③公印規定の改正について
　　・�統合に伴い、これまでの公印を廃止し、改印する。

＜２月定例会＞
【審議案件】
　①平成 25年度教育行政基本方針について
　　・学校教育、社会教育の環境整備
　②平成 25年度当初予算について
　③学校給食の日数及び１食あたりの単価について
　④教職員の人事異動について

　去る 2月 21 日、小中一貫教育の推進にあたり、小学校、中学校の先生方が吉里吉里地区、大槌地区の 2会場で
実施に向けた課題を話し合い、その解決について協議しました。この会は、平成 27年度の本実施に向け、25，26
年度を移行期間として教科指導、生徒指導、行事等の特別活動のあり方について小中の共通理解を深めよりよいプ
ランを作成するために開催されています。

　第１、２回の準備委員会では、小学校、中学校の先
生方が相互に授業参観をしました。授業の進め方や学
習の決まりなど、小中の違いを中心に課題を話し合い
それぞれから出された課題についての解決策を協議し
ました。
　協議の中では、授業だけではなく、実際の学校生活
での小中一貫教育の可能性や課題についても話し合わ
れました。
　参加した先生方からは、「今後はこういった一堂に
会し話し合う場や、お互いの授業を参観し合う場を定
期的に設定する必要がある。」「小中一貫教育の推進に
は、生活規律や学習規律といった、日常の活動レベル

　全国 2万 7000 校が取り組
む読書感想文コンクールに、
日野原重明さんの「十歳のき
みへ」を読んで応募した大槌
北小学校６年鈴木結衣さんの
作品が、見事全国学校図書館
協議会長賞に輝きました。��

　釜石地区審査で大槌町長賞、岩手県審査では県教育
長賞に選ばれ、15点の県代表の一人として全国審査に
臨みました。
　結衣さんは、震災を契機に、大きく変わった自分を
取り巻く環境を見つめ、日野原さんからのメッセージ
と体験と重ねながら自分の言葉で表現しました。
　１冊の本との出会い、一つの物語との出会いからそ
れをきっかけに自分は何を考え何を感じるのか。その
大切さを教えてくれる感想文です。

　吉里吉里中学校では「水産教室」の取り組みとして、
わかめを養殖、加工し修学旅行で販売する活動を行っ
てきました。震災により２年間実施できませんでした
が、養殖が再開されたことから、４月の修学旅行先で
販売できることになりました。
��今回の授業は、慶応大学の研究員等、外部からの講
師を招き、わかめのパッケージに貼るラベルの作成と
チラシ・ポスター作りを学びました。
　吉里吉里中学校では、来年度よりこの取り組みを「ふ
るさと科」に位置づけ、内容の充実と生徒の主体的な
活動を図っていくこととしています。

わかめを販売します
日時：平成 25 年 4 月　15:00 〜 16:00
場所：銀河プラザ（銀座：南海東京ビル）
　　　会場で虎舞を披露します。

　平成 25年 4月 1日に統合する大槌小学校、安渡小学校、赤浜小学校、大槌北小学校の合同閉校式が、3月
23 日（土）城山体育館で行われます。
　誠に恐れ入りますが、会場の関係で、式典に参加できる方は、児童、保護者、来賓、招待者に限られます。
　なお、各校の閉校記念事業につきましては、各実行委員会にお問い合わせください。

3 月 13 日（水）
  大槌中学校　　　⇒　城山体育館
  吉里吉里中学校　⇒　吉里中体育館
3 月 19 日（火）
  大槌小学校・安渡小学校
  赤浜小学校・大槌北小学校　⇒　城山体育館

  吉里吉里小学校　　　　　　⇒　吉里小体育館

で合わせていく必要があるが、発達段階を考慮しなが
ら指導する難しさもある。」といった意見が出されま
した。
　本実施までには、先生方だけでなく、保護者の皆さ
んの意見もいた
だきながら、大
槌の子どもたち
を育てていくた
めの最良のプラ
ンを作っていき
たいと思います。

　はばたき賞は、児童生徒の社会的活動や道徳的
な態度をたたえ、学校教育の充実につなげること
を目的に創設され、年２回の表彰しているものです。
　佐々木さんは、全国高等学校文芸コンクールに、

はばたき賞（平成24年度 第2回児童生徒表彰）受賞
大槌高等学校３年　佐々木  茜 さん

詩「瞳に映るもの」で応募。県審査を経て全国へ進
み、みごと最優秀賞並びに読売新聞社賞を受賞した
ものです。
　その功績をたたえ、文化活動部門でのはばたき賞
受賞となったものです。
��授賞式では、受賞者を代表し「受賞を励みに、進
学先でもたゆまぬ努力を重ねる」と決意を新たにし
ました。

教育委員会だより

発行 : 大槌町教育委員会　第 61 号　25.  3.  5
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 金崎 126　℡  42-6100

     教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

第３回 おおつちプラン準備委員会開催
小中一貫教育に向けて

　定例教育委員会リポート（１月・２月）

全国学校図書館協議会長賞
「十二才の私への宿題」
大槌北小学校６年　鈴木結衣 さん

「吉里中わかめ」を全国へ発信

ラベル作成に取り組む

町内各校の卒業式
  修学旅行の予定
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　東日本大震災から 2 年。慰霊と鎮魂の
意をこめて 1255 本の竹灯籠を灯します。
　過去のために、今を生きる人のために、
明日の大槌のために、灯りをともしてく
ださい。どなたでも参加できます。
■日時　3 月 10 日（日）16：00 〜 19：00
■場所　元大槌駅前広場
新生おおつち�　越田　℡090-8785-3340

3.11 集い～灯火～

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティー溢れる税務
職員を募集しています。国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署
などにおいて、調査・徴収・検査や指導などを行う税のスペシャリストです。
■第１次試験日　6 月 9 日（日）
■受験資格　①昭和 58 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日生まれの人
　　　　　　②平成 4 年 4 月 2 日以降生まれの人で次に掲げる人
　　　　　（1）大学を卒業した人および平成 26 年 3 月までに大学を卒業する見込みの人
　　　　　 （2）人事院が（1）に掲げる人と同等の資格があると認める人
■受験申込受付期間など
①インターネット申込み（原則）　アドレス http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
■期間　4 月 1（月）9：00 〜 4 月 11 日（木）まで（受信有効）
　※上記の人事院のインターネット申込専用アドレスから申し込みください。
②郵送・持参申込み
■申込期限　4 月 1 日（月）〜 4 月 2 日（火）9：00 〜 17：00
　※申込先は仙台国税局、郵送の場合は、通信日付印有効です。
仙台国税局人事第二課試験研修係　℡022-263-1111（内線3236）

※資料の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課または人事院東北事務局まで

平成 25年度国家公務員「国税専門官採用試験」（大卒程度）のお知らせ おめでた・おくやみ（敬称略）
1月 11日～ 2月 15日分

【出生】
後　 　煌

きら

　夢
む

　（克　友・沢　　　山）
佐々木　星

せい

　奈
な

    （兵　一・中  川  原 ）
吉　田　斗

とう

　真
ま

　（雅　尚・赤  浜  一 ）
川　口　博

ひろ

　翔
と

　（泰　宏・浪　　　板）
菊　地　亜

あ

　衣
い

　（秀　幸・本　　　町）
【死亡】
芳　賀　四　郎　（95・吉里吉里一）   1/11
平　野　榮　吉　（86・吉里吉里一）   1/16
小　川　和　三　（83・大 ケ 口 一 ）   1/16
掘　合　市　助　（91・吉里吉里二）   1/17
小　川　勇　吉　（91・沢　　　山）   1/18
金　野　幸　子　（64・栄　　　町）  1/20
田　中　ユ　キ　（92・吉里吉里三）  1/30
千　葉　里　子　（76・新　　　町）  2/2
川　口　信一郎　（81・赤　浜　二）  2/7

　弁護士・司法書士・建築協会の担当者
が一同に会して生活再建の相談に応じま
す。
　被災住宅のローンのこと、事業債権の
こと、相続のこと、土地問題、住宅再建
のこと、暮らしのことなど何でも相談に
応じます。ぜひご参加ください。
■日時　3 月 24 日（日）10：00 〜 16：00
■場所　大槌町中央公民館　第１会議室
岩手県消費者団体連絡協議会　

　��℡ 019-684-2225

「東日本大震災被災者
生活再建相談会」を開催します

　小学生を対象に「ふしぎなステンドグ
ラス」の作成、「不沈子（ふちんし）」の作成、
お楽しみ会などを下記のとおり行います。
ふるってご参加ください。参加料は無料
です。

【３月 20 日（水）】
■時間　10：00 〜 16：00
■会場　
シーサイドタウンマスト内イベントスペース

【３月 21 日（木）】
■時間　＜ 1 回目＞ 10：00 〜 12：00
　　　　＜ 2 回目＞ 14：00 〜 16：00
■会場　大槌町こどもセンター
住友化学株式会社　東京本社�　

　��CSR推進室　℡03-5543-5107

住友化学春休み
理科実験教室を開催します

　大槌おおのクリニックは、4月11日（木）
に移転開業となります。
　4 月 9 日（火）・10 日（水）は、引越しの
ため休診となります。ご了承ください。
■場所　大槌町吉里吉里 2 丁目 9 番 20 号
　　　　　（現仮設診療所となり）
大槌おおのクリニック　℡0193-44-3122

　　　　　　　　　　　　�fax0193-44-3123

大槌おおのクリニックからの
新築移転のお知らせ

　大槌町歯科診療所は、3 月 16 日（土）
に閉鎖となります。その後は、各々の歯
科医院での治療となります。
　各歯科医院の開始は、4 月中旬頃の予
定です。閉鎖される 3 月 16 日から約 1 ヵ
月の間、町内の歯科医院は医師が不在と
なりますので、お早目の治療など、ご理
解とご協力をお願いします。
■各歯科医院の開始場所

・小松歯科医院　大槌町歯科診療所前　
・近藤歯科医院　小鎚植田医院付近　
・沼崎歯科医院　遠野市内
大槌町歯科診療所　℡0193-55-4977

大槌町歯科診療所からの
お知らせ

まちのお知らせ

■募集科名
・木造建築科10名（3年修了）　・建築設計科10名（2年修了）　・配管科10名（2年修了）
・鉄筋コンクリート施工科　10 名（２年修了）　・経理事務科　10 名（２年修了）
■入校資格
①釜石職業訓練協会の会員事業所に就職し、雇用保険に加入または加入見込みの人。
　（または労災特別加入者であること）※会員外事業所の人は当協会へご入会願います。
②事業所に職業訓練指導員免許証取得者がいること。
■訓練内容
　訓練校に登校して訓練を行う集合訓練と、事業所の指導員のもと訓練（現場実習）
を行う分散訓練があります。各科ごとに基礎的な知識・技能から応用的な知識を学び
ます。
■事業主の人に　
　キャリア形成促進助成金を活用できます。詳細については、釜石職業訓練協会まで。
■修了者の特典
①修了時に実施される技能照査試験に合格すると技能士補資格が与えられます。
②技能検定（国家試験）の２級受検の際、学科試験が免除されます。
③各資格試験受検の際、実務経験年数が短縮されます。
※詳細につきましては、釜石高等職業訓練校（職業訓練法人　釜石職業訓練協会）に
お問い合わせください。
釜石高等職業訓練校　〒026-001　釜石市大字平田3-75-1

　TEL　0193-26-7000　　FAX　0193-26-6955

平成 25年度釜石高等職業訓練校入校生を募集します

　産科医療補償制度とは、分娩に関連し
て発症した重度脳性麻痺児とその家族の
経済的負担を速やかに補償するとともに、
原因分析を行い、同じような事例の再発
を防止する情報を提供することなどによ
り、紛争の防止、早期解決および産科医
療の質の向上を図ることを目的としてい
ます。
■補償　補償金は、1 次金と分割金あわ
　　　せ総額 3,000 万円が支払われます。
※申請できる期間は、満 1 歳の誕生日か
ら満 5 歳までの誕生日までです。
■原因分析・再発防止

・医学的観点から原因分析を行い、報告
　書を分娩機関と保護者へ送付します。

・原因分析された複数の事例をもとに再
　発防止に関する報告書を作成し、分娩
　機関や関係学会、行政機関などに提供
　します。
産科医療補償制度専用コールセンター

℡03-5800-2231（9：00〜17：00）
※土日祝日は除きます

産科医療補償制度の申請期限は
満 5歳の誕生日までです

　やさしい健康体操ダイヤビック（シニ
アのエアロビクス）で体をほぐし元気に
なりましょう。お気軽にご参加ください。
参加料は無料です。
■日時　3 月 22 日（金）　10：00 〜 12：00
■場所　大槌町役場多目的会議室
　　　　（旧大槌小学校体育館）
■講師

・公益財団法人　ダイヤ高齢社会研究財団
・ダイヤビックひばり会有志
※簡単な運動ができる服装と運動靴を用
意してご参加ください。
※お茶・タオルは無料で用意します。
健康運動推進サークルいきいき岩手元

　��気隊事務局　南部屋産業株式会社内
　��℡ 0193-42-8187

ダイヤビック教室を開催します

人権相談について
　身のまわりで起きた人権問題（いじめ、
虐待、家庭内暴力、離婚、扶養、相続問
題、近隣関係、セクハラ、借金問題、そ
の他困りごと）について、法務大臣から
委嘱を受けた人権擁護委員が相談に応じ
ます。
■日時　3 月 21 日（木）9:30 〜 12:00
■会場　大槌町役場相談室
町民課町民生活班　℡0193-42-8713

行政相談について
　行政相談委員が相談に応じます。
■日時　3 月 21 日（木）9:30 〜 12:00
■会場　大槌町役場相談室
■相談委員　若生　晃さん
総務課総務広聴班　℡0193-42-8710

　県は、借金で問題を抱えている人を対
象とした、弁護士による無料相談会を開
催します。
■相談日　3 月 19 日（火）
■時間　10：00 〜 15：00
■会場　釜石市消費生活センター
※事前予約制となります。下記問い合わ
せ先で予約して下さい。
釜石市消費生活センター

釜石市只越町3-9-13釜石市役所第一庁舎内
℡0193-22-2701

多重債務弁護士無料相談

　岩手弁護士会では、下記のとおり無料
法律相談会を開催します。
■相談日　3 月 13 日（水）、3 月 27 日（水）
■時間　11：00 〜 16：00
■会場　釜石市消費生活センター
※事前予約制となります。下記問い合わ
せ先で予約して下さい。
釜石市消費生活センター（釜石市只

越町3-9-13釜石市役所第1庁舎内）
℡0193-22-2701

無料法律相談について
　被災者の住宅再建支援のための情報提供を目的として、住まいの「展示相談会
in 大船渡」を開催します。
■日時　3 月 23 日（土）、24 日（日）　各日 10 時〜 16 時
■会場　大船渡市民文化会館リアスホール（大船渡市盛町下舘下 18-1）
■内容　・県内企業、団体 26 社による最新の住宅情報の提供
　　　　・公的支援制度、災害復興住宅融資に関するセミナー
　　　　・住宅建築、リフォーム、住宅資金、被災住宅ローンなどに関する個別相談会
（一財）岩手県建築住宅センター　℡019-623-4414

（ウェブサイト）岩手県公式ホームページ・トップページ>県土整備部>建築住宅課>
　　　　　　　お知らせ

いわて復興プロジェクト「住まいの展示相談会 in 大船渡」を開催します

　「私たちが主役 !! 出会い、ふれあい、ささえあい」をテーマに大槌町社協ふれあい
福祉まつりを開催します。ふるってご参加ください。
■日時　3 月 17 日（日）10：00 〜 15：30
■会場　大槌町中央公民館（大会議室、第 1 会議室、談話室、屋外）
■内容

【大会議室】町内 5 団体（コーラス大槌など）によるステージ発表、お楽しみ抽選会など。
【第 1 会議室】健康体力測定、高齢者・妊婦等疑似体験、足湯・ハンドマッサージなど。
【談話室】町内の手芸サークルなどの作品展示など。
【屋外】炊き出しの実演、綿アメ・ポップコーンの無料配布など。

※当日は無料送迎バスが運行します。詳しくはお問い合わせください。
大槌町社会福祉協議会　℡0193-41-1511

大槌町社協ふれあい福祉まつりを開催します

　下記のとおり、平成 25 年東北地区国立大学法人等職員統一採用試験を実施します。
■受験資格　昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた人
■受付期間　4 月 1 日（月）〜 4 月 15 日（月）
　　　　　※東北地区国立大学法人等職員採用試験実施委員会ホームページ上の受
　　　　　験申込画面から申込みください。
■試験地　弘前市、盛岡市、仙台市、秋田市、山形市、福島市
　　　　　　　（受験に便利な 1 都市を選んでください。）
■試験日　第 1 次試験：5 月 19 日（日）　第 2 次試験：6 月 18 日（火）

 東北地区国立大学法人等採用試験事務室　022-217-5676（9:00〜17:00�土日祝日除く）
　ホームページ　http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

平成 25 年東北地区国立大学法人等職員統一採用試験を実施します
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おらほの町の
地域包括支援センター
ここでは、高齢者に関わる様々な話題を
掲載しています。

結
果
発
表

最
優
秀
賞
　【
掘
合
　
裕
仁
　
　（
大
槌
中
学
校
2
年
生
）】

　
肩
た
た
き
　
小
さ
な
背
中
に
　
感
謝
す
る

優
秀
賞
　
　【
近
藤
　
愛
心
（
吉
里
吉
里
小
学
校
5
年
生
）】

　
お
年
寄
り
　
何
で
も
が
ん
ば
る
　
か
せ
ぎ
っ
人 

優
秀
賞
　
　【
中
井
　
李
乃
葵
（
大
槌
中
学
校
2
年
生
）】

　
大
好
き
な
　
し
わ
く
ち
ゃ
の
笑
顔
　
想
う
日
々

教
育
長
賞
　【
篠
澤
　
光
　
　
　（
吉
里
吉
里
5
年
生
）】

　
か
い
ご
よ
ぼ
う
　
め
ざ
せ
パ
ワ
フ
ル
　
こ
う
れ
い
し
ゃ 

編���

集���

後���

記

▼
大
槌
町
体
育
奨
励
賞
・
文
化
奨
励

賞
の
表
彰
式
の
写
真
撮
影
を
手
伝
わ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
練
習
・
勉
強

環
境
が
十
分
で
は
な
い
逆
境
の
中
で

も
、
努
力
を
続
け
た
結
果
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
今

月
10
日
（
日
）、
11
日
（
月
）
に
大
槌

町
合
同
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
。
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
人
は
私
の
心
の
中
に
い

て
、
叱
っ
て
く
れ
た
り
、
励
ま
し
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
今
で
は
直
接
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
あ
り
っ
た
け
の
感
謝
と
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
決
意
を
も
っ
て
式

に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
も
う

す
ぐ
震
災
か
ら
2
年
経
ち
ま
す
。
震

災
当
初
か
ら
、
今
ま
で
の
写
真
を
見

て
い
く
と
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く

町
の
様
子
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
輝
く

笑
顔
、
様
々
な
写
真
か
ら
「
復
興
」

を
感
じ
ま
す
。
復
興
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
る
大
槌
の
姿
と
、
ま
だ
ま
だ

増
え
続
け
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
誌
面

を
埋
め
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
取
材
の
際
に
は
、
是
非
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。（
花
石
）

最
優
秀
賞
　【
元
持
　
弘
子
（
66
歳
）】

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
踊
る
気
持
ち
は
　
二
〇
代

優
秀
賞
　
　【
六
串
　
穂
野
香
（
18
歳
）】

　
よ
く
動
く
　
口
も
体
も
　
達
者
か
な 

優
秀
賞
　
　【
小
國
　
チ
エ
子
（
65
歳
）】

　
集
ま
れ
ば
　
目
っ
汁
鼻
汁
　
わ
ら
い
じ
わ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
長
賞
　

　
　
　
　   【
小
國
　
兼
太
郎
（
90
歳
）】

　
生
き
が
い
を
　
九そ
つ

寿じ
ゅ

の
坂
に
　
み
つ
け
た
り

　

1
月
7
日（
月
）～
1
月
25
日（
金
）
ま
で
の
期
間
で
川
柳
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
初
め
て
の
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
般
の
部

158
点
、

小
中
学
生
の
部
77
点
の
合
計
235
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
左
記
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

小
中
学
生
の
部

一
般
の
部

大
槌
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
０
１
９
３（
４
２
）８
７
１
６

町
長
賞
　
　【
田
代
　
ナ
ヲ
（
80
歳
）】

　
老
い
て
ゆ
く
　
母
が
紅
さ
し
　
ホ
ッ
ト
す
る

① 小中学生の部で最優秀賞に輝い
た掘合裕仁君。受賞者を代表し
てあいさつしました。

②優秀賞に輝いた中井李乃葵さん。
③ 一般の部最優秀賞に輝いた元持

弘子さん。
④ 受賞者最年長の小國兼太郎さん。

地域包括支援センター運営協議
会長賞に輝いた。

①�

②

③

④


